
「あるべき税務行政」の
　　　　　　姿を考える 現場の司令塔として

税のプロフェッショナルとして
　私は現在、所得税の税務調査や確定申告の相談応対などを担当して

います。税務署では、納税者と直接会話をする機会が多く、国税職員とし

て税のプロフェッショナルであることが求められます。我が国では、申告

納税制度を採用しており、納税者が自発的に納税義務を履行することが

求められますが、申告・納税に関する手続きは納税者にとって、必ずしも

わかりやすいものとは言えません。納税者の立場や状況に合わせた応対

に苦戦しながらも、納税者の「生の声」を受け取ることができる面白さを

感じながら、日々業務に取り組んでいます。

税務署調査官 国税局調査官

国税局の仕事　
　私は現在、広島国税局の法人課税課で勤務しており、国税庁との会議
対応や管内に５０ある税務署の管理・監督など、国税庁・国税局・税務署
の意思伝達が円滑に行われるよう、日々業務に励んでいます。
　また、現場（税務署）の実態を的確に把握するとともに課題を抽出し、
課題解決に向けた戦略を検討することも国税局の役割の一つです。

総合職の働き方
　今年で入庁から３年を迎え、国税庁、国税局、税務署と毎年異なる組
織で勤務してきました。
　国税庁では税制改正に関する業務や課税部全体の基本方針策定、税
務署では、税務調査や確定申告などの様々な業務を経験してきました。
　このように、国税庁・国税局・税務署での勤務経験を通じて、企画立案
業務に活かせる点が国税庁総合職の魅力であると感じています。
　私自身、国税局・税務署での勤務経験を活かして、よりよい税務行政
の実現に貢献できるよう、多くのことを吸収したいと思います。
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総合職として
　国税庁は約５万６千人の職員を抱える大きな組織です。総合職として

入庁する私たちには、プロフェッショナルであることばかりが求められる

わけではありません。

　「目まぐるしく変化する社会に対し、国税庁が直面している課題とは、

組織全体が最高のパフォーマンスを発揮できる制度とは・・・」、常に頭の

中で反芻しています。

　入庁３年目、税務行政最前線「税務署」での勤務経験は、現場の「声」

に触れ、現場の「思い」を体感するものであり、今後、国税庁として何を守

り何を変化させていくべきか、「あるべき税務行政」とは何かを考えてい

く大きな礎になっていると感じています。

大阪国税局　西宮税務署
個人課税部門　国税調査官 一ノ谷 里菜 広島国税局　法人課税課

国税実査官 小松 甲太朗
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国税庁課長
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国税局調査官 課長補佐 国税局長 税務署
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本庁係長 / 
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平成31年入庁。
国税庁人事課、財務省主税局調査課
を経て、令和３年から現職。

平成31年入庁。
国税庁課税総括課、広島東税務署
個人課税部門国税調査官を経て、
令和３年から現職。

１日の業務スケジュール

出勤 調査 昼食 復命 検討 退庁

8:30 9:00 12:15 15:00 15:30 17:00

１日の業務スケジュール

出勤
メールチェック

文書・資料作成
電話対応

昼食

決裁起案

打ち合わせ 退庁

議事録作成
電話対応

8:30 9:00 12:00 13:00 14:00 15:00 17:00
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